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平
成
28
年
７
月
17
日
（
日
）、
第
３

回
文
化
複
合
施
設
管
理
運
営
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

＊

＊

＊

　

　

テ
ー
マ
は
「
市
民
参
加
（
参
画
）
に

つ
い
て
考
え
る
」。
新
し
い
施
設
に
ど

の
よ
う
な
形
で
参
加
・
協
力
し
て
い
く

か
、
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
連
休
中
日
で
の
開
催
で

し
た
が
、
23
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、５
つ
の
チ
ー
ム
を
結
成
。チ
ケ
ッ

ト
を
買
っ
て
観
に
行
く
こ
と
か
ら
施
設

全
体
の
運
営
に
関
わ
る
こ
と
ま
で
、
参

加
・
協
力
の
事
例
を
ご
紹
介
し
た
あ
と

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で
話
合
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

＊

＊

＊

　

　

今
回
も
す
べ
て
の
チ
ー
ム
が
個
性
的

な
発
表
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
よ
う
こ
そ
！
し
ん
ぐ
う
へ
」、
チ
ー

ム
名
は
新
宮
市
に
転
入
予
定
の
メ
ン

バ
ー
を
歓
迎
し
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
チ
ー
ム
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
育

成
や
組
織
づ
く
り
を
中
心
に
、
市
民
が

主
役
に
な
る
意
見
が
多
く
出
て
い
ま
し

た
。《
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
企

画
会
議
》
自
分
達
の
観
た
い
演
目
を
自

分
達
で
選
び
た
い
、
と
い
う
思
い
の
詰

ま
っ
た
熱
い
ご
意
見
で
し
た
。

　
「
お
や
ま
だ
組
」
は
メ
ン
バ
ー
そ

れ
ぞ
れ
が
肩
書
き
を
も
ち
、
組
織
が

出
来
上
が
っ
て
い
た
チ
ー
ム
。
発
表

で
は
特
に
学
校
と
の
連
携
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
な
ど
、
若
い
世
代
を
引
き
込

む
た
め
の
仕
掛
け
が
並
び
ま
し
た
。

中
に
は
《
す
べ
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
》
と
い
う
心
強
い

ご
意
見
も
！

　

流
行
の
最
先
端
を
取
り
入
れ
た
の

が「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」チ
ー
ム
。
チ
ー

ム
名
と
な
っ
て
い
る
目
玉
企
画
な

ど
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
て
市
外
か

ら
も
人
を
呼
び
こ
む
取
り
組
み
が
並

び
ま
し
た
。《
新
宮
市
の
隠
れ
た
情

報
や
発
信
源
を
探
す
チ
ー
ム
を
つ
く

る
》
と
い
う
新
し
い
着
眼
点
か
ら
の

ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
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「
茶
道　

望
月
」チ
ー
ム
は
メ
ン
バ
ー

内
で
マ
イ
ク
を
回
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
ア
ピ
ー
ル
。
事
業
を
実
施
す
る

資
金
を
集
め
る
と
声
を
あ
げ
た
メ
ン

バ
ー
に
は
、
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
全
体
と
し
て
は
既
存
の
行
事
の

継
続
と
、
新
し
い
運
営
の
検
討
案
が

並
ぶ
具
体
的
な
発
表
で
し
た
。
サ
ポ
ー

ト
組
織
と
し
て
提
案
さ
れ
た
《
元
ヤ
ン

隊
》、
気
に
な
る
響
き
で
す
が
、
何
の

略
か
お
分
か
り
で
し
ょ
う
か
。な
ん
と
、

65
歳
以
上
の
《
元
ヤ
ン
グ
》
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
隊
で
す
。
幅
広
い
世
代
が
関
わ

る
施
設
の
中
で
、
重
要
な
組
織
に
な
り

そ
う
で
す
。

　

そ
し
て「
Ｈ
２
Ｏ
Ｎ
Ｓ
」チ
ー

ム
は
メ
ン
バ
ー
の
頭
文
字
を

と
っ
て
命
名
。
チ
ー
ム
名
と
メ

ン
バ
ー
の
名
前
を
、
美
し
い
歌

声
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
ご

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
拍
手

の
中
で
は
じ
ま
っ
た
発
表
は
、

プ
ロ
と
地
元
グ
ル
ー
プ
の
連
携

が
中
心
。
ま
た
《
駐
車
場
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
》
や
《
施
設
の
見

回
り
》
な
ど
運
営
の
具
体
的
な

点
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
内
容
も

あ
り
ま
し
た
。

　

＊

＊

＊
　

　

皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
い
た
内

容
を
合
わ
せ
て
い
く
と
、
ヤ
ン
グ
な

学
生
か
ら
元
ヤ
ン
グ
の
《
元
ヤ
ン

隊
》
ま
で
幅
広
い
世
代
の
市
民
が
関

わ
り
、
地
域
の
中
で
育
っ
て
い
く
施

設
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
い
た
だ

い
た
沢
山
の
ご
意
見
を
も
と
に
、
こ

れ
か
ら
も
新
し
い
施
設
の
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

４
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

８
月
７
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
次
回
で
一

度
区
切
り
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
い
た
だ
き
、
新
し
い
施
設
へ
の
声

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！



いつでもいつでも 開館前開館前 開館開館 開館後開館後

ボランティア地域マネージャーチケット
の優先販売

ボランティアにチケット優待
ポイントカード発行

スポーツ関連イベント集中させる
舞台裏方スタッフボランティアとして参
加したい

音響スタッフの勉強会　市民ボランティ
アの音響チームつくる

新宮から‟ダンス”発信！
（ご当地ものまで盛り上げる）

市民ミュージカルを作り、まずは身内
からホールに通ってもらう

新宮伝統芸能大会の実行委員会の継
続

企画委員会を様々な年代の様々な
ジャンルの市民で構成する

コンサート等、安く観にいける方法を
考える

異文化交流外国の文化を知るイベント
開催

有名劇団を呼ぶ

コンサート、演劇の選定をしたい
イベントやコンサートを開催できる場所
を探す

流派を越えた男性舞踊家を呼ぶ 全学校の年越し・同窓会企画

1,000人で踊る 事業予定のチラシを作って配る 「吟剣詩舞」の舞台を呼びたい 市民音楽祭実行委員会の継続

チケットの販売　チケットのもぎり ホールについての毎日ブログを作る 手品ショーをする 幼稚園、保育園のイベント

お茶会とコンサートを一緒に 各イベント等の組織 出店を高校生で出す 高校生が1週間貸切る

各学校単位でのイベントを企画 ホール新設に向けてのＨＰづくり N響を呼んで一大音楽祭に 学校の授業をホールでする

市民で組織つくり　集いする 自主映画上映（高校生主体） 参加する第九の演奏会 フロントスタッフとして参加する

全てのコンサートのチケットを買う 商店街を巻き込んだボランティア サポータースタッフをする 地域のダンスチームに使ってもらう

近隣住民の作品展 運営スタッフの育成 イベントのチラシ配布

休憩スペースを作る 民謡大会

おとしよりシンポジウム

市民がもっている物の貸し出しリストを
つくる（軽トラ、草刈機）

図書館等の内容をボランティアが案内
する

市民が一生に三度寄贈できる本棚を
つくる

熊野の神話とかの絵本を学校とかで
募集する

新宮熊野の歴史に関する講演・教育・
イベント

大人ではなく高校生が地元PRをする

世界遺産の勉強する 本の整理・紹介 市民の本棚を作る（ランキング制）

熊野古道を歩くイベントを一緒にする 本の感想を話すグループづくり 書籍関連の産品を販売する

図書館にいれる本を市民で決める 図書館ボランティアスタッフ

各学校卒業アルバム記録 メーリングリストをつくる

紙芝居の（ネタ）制作、実演 まちなか図書館

木材の町ワークショップ かべを住民たちで塗る

読み聞かせボランティア 熊野川移動図書館

くまの絵本 洋上図書館

市民による市民のための企画会議

ポスター貼る場所をつのる（貼ってくれ
る人は割引）

希望するアーティストのアンケートを取
り、企画を運営団体で決める

テレビ中継（LIVE） ラジオでひとつのCMを作る

イベントのチラシを各学校のクラスに
掲示する

友の会を作り、企画や運営スタッフとし
て参加してもらう

インターネットで動画をのせる。（高校
生）

「熊野学とは何ぞや」を公民館単位で
広げ、市民皆で盛り上げる。

小学生も中学生も企画に参加する機
会を！

新宮出身の文化人ファンクラブを作
り、関連事業をする

新宮市の伝統発進 他のホールの見学

SNSを利用情報発信する 新宮の特産物紹介

飲食店などにチラシを置いてもらう ポスター・パンフレット配布

目安箱の設置

営業中の空席案内

WS参加者を増やすため　もちまき

広報（新聞の制作）

ホール、図書館を運営している人を呼
んで講演会

マニアの情報、発信源を探すチームを
作る

いろんな市民が講師としてお話を聞く
(昔話、体験談、戦争のことなど）

65歳以上の元ヤン隊を作り、限定的
なサポート組織にする。

100万円寄付で遺跡ステイ権
(遺跡に囲まれて1日すごせる）

ＮＰＯ法人立ち上げの勉強会をする
制度、作り方

市民サポート
一口いくらでお金を募る（運営費）

図書館ホールの運営の勉強会をする

トイレ掃除はプロに頼む
ポケモンGOのボール入手スポットをつ
くる

施設の見回りチェック 管理運営スタッフを育てる

ボランティア通貨を発行する 小さなワークショップたくさんする

託児所の運営

キッズコーナーの設立

駐車場　ボランティア

その他その他
（施設全体、（施設全体、
講座　など）講座　など）

事業事業

時期時期

ホール関連ホール関連

図書館図書館
熊野学熊野学

アーカイブアーカイブ

情報収集情報収集
情報発信情報発信



みんなで新宮市にふさわしい施設のあり方を考えてみませんか？熱意がある方、大歓迎！！

ご応募・ご連絡お待ちしています！

0735-23-3368お問合せ先 :

今日は人数が少なかった
ことが残念でした。
もう少し人集めを
してほしい。

今回が初めての参加でしたが、楽しく
意見を出し合うことができました。次回
もぜひ参加したいと思います。これから
もワークショップを続けて欲しいです。

テーマがむずかしいなあと感じて
しまい、発想が現実的になってしまい
ました。もっと皆が気楽に発想
できれば良いなと思います。

本当に色々な意見があり、多くの方が
参加してくれたら嬉しいなあ ･･･ と

思います。これからうまく開館へむけての
活動を進めていけたらと思います。

理想を話す場だと思いますが、
3回目になってくると現実的な話になって
しまい、高校生としては参加しにくいと
思いました。もっと夢のある話を

してもらいたいです。

ボランティアには色々参加して
いるので、参加できるあいだは
関わっていきたいと思います。

いろいろな意見が出て、
楽しいワークショップになった。
（1人で 10 人ワークショップに

呼びこもう！）

たくさんの意見が出ましたが、
上手くまとまって「市民参画」
が盛り上がれば！と思います。

〒 647-8555 新宮市春日１－１

新宮市教育委員会 文化振興課


